
市長選は最多で8名の候補者の見込み

怒涛の組織力か 草の根の市民力か
知事選熊谷陣営 対 市長選小川陣営

　
そ
の
昔
、
津
田
沼

に
本
部
を
有
し
た

「
東
大
セ
ミ
ナ
ー
」

と
い
う
中
高
進
学

塾
が
あ
っ
た
。
千
葉

県
内
に
１ ５
の
直
営
教
室
、
全
国

に
５ ０
以
上
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

教
室
を
展
開
し
、
ひ
と
こ
ろ
は

千
葉
高
の
合
格
実
績
で
他
の
塾

を
寄
せ
つ
け
ぬ
強
さ
を
誇
っ
て

い
た
。

　
千
葉
・
西
千
葉
・
稲
毛
・
新
検

見
川
駅
前
に
教
室
が
あ
っ
た
か

ら
、
本
紙
の
読
者
の
中
に
通
っ

て
い
た
生
徒
、
勤
め
て
い
た
講

師
が
、
か
な
ら
ず
や
存
在
す
る

こ
と
と
思
う
。

　
塾
生
が
テ
レ
ビ
の
学
習
塾
対

抗
ク
イ
ズ
番
組
で
優
勝
す
る
な

ど
し
て
知
名
度
が
上
が
り
、
生

徒
数
も
増
え
た
。経
営
者
で「
学

院
長
」
だ
っ
た
の
が
、「
カ
ン
ロ

ク
先
生
」こ
と
植
島
幹
六
さ
ん
。

教
育
に
関
す
る
数
々
の
著
書
を

出
版
し
、
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ

ョ
ー
に
出
演
し
て
は
名
だ
た
る

評
論
家
を
論
破
す
る
な
ど
し

て
、
メ
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

ー
と
し
て
ラ
ジ
オ
で
レ
ギ
ュ
ラ

ー
番
組
を
持
つ
ま
で
に
な
り
一

世
を
風
靡
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
世
の
中
に
出
回
り

始
め
た
ば
か
り
の
フ
ァ
ッ
ク
ス

を
利
用
し
て
の
通
信
塾
に
多
額

の
投
資
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
経
営
が
傾
き
、
経
営
権
を
手

放
し
た
あ
と
、
次
第
に
怪
し
げ

な
商
売
に
手
を
染
め
て
そ
の
名

を
聞
く
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い

っ
た
。

　
ア
マ
ゾ
ン
や
楽
天
で
検
索
す

る
と
、
今
で
も
著
書
を
入
手
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
だ
が
、

植
島
さ
ん
に
と
っ
て
不
名
誉
な

書
き
込
み
を
多
く
目
に
す
る
。

多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
た
と

い
う
話
ば
か
り
だ
。

　
千
葉
の
教
育
に
貢
献
し
た
カ

ン
ロ
ク
先
生
、健
在
な
ら
い
ま
、

８ ２
歳
の
は
ず
だ
。
い
ま
、ど
う
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
（
正
）
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全国地域紙協議会加盟紙

想想いい出出のの人人

◎放送大学千葉学習センター公開講演会
★「季節のことのは」－歳時記は言葉の宝箱－「歳

時記」という、四季折々の季節の言葉を収載して

いる本をご存知でしょうか。俳句を作るときに

は、こうした季語を使うのですが、季語は知れば

知るほど磨き抜かれた言葉であることがわかり

ます。本講座では、その歳時記の種類、用い方、

内容など映像なども入れてご紹介します。☆講師

・浦川聡子（千葉大卒・句集『眠れる木』著書『も

っと知りたい美しい季節のことば』など）▼日時

・3月14日（日）13時30分～15時▼場所ＺＯＯＭに

て配信、定員300名（参加費無料）

★「化石ハンターの大冒険」－さあ冒険に出かけ

ようーアメリカ自然史博物館は、1920年代にゴビ

砂漠とその周辺で科学史上まれにみる大規模な

古生物調査を敢行しました。彼らが発見した恐竜

の卵化石は、古生物学会のみならず、一般社会に

も衝撃をもたらすこととなりました。☆講師・木

村由莉（国立科学博物館地学研究部生命進化史研

究グループ・博士）▼日時・3月13日（土）13時30

分～15時▼場所・Zoomにて配信▼定員300名（参加

費無料）

◎まいぶん古代体験教室
古代の人たちと同じ方法で、世界にひとつだけの

勾玉を作ります。古代の技に挑戦しませんか。▼

日時・3月27日（土）10時30分～12時、13時30分～

15時の2回▼会場・埋蔵文化財調査センター▼対

象・小学生（3年生以下は保護者同伴）定員・各回

10人▼申し込み方法・3月15日（月）必着。往復は

がき（1通1家族）に必要事項を明記して、〒

260-0814中央区南生実町1210千葉市埋蔵文化財

調査センターへ。問合せ：043-266-5433

◎泉自然公園カタクリガイド
ガイドを受けながら、カタクリなどの野草、樹木

を観察します。▼日時・3月24日（水）～28日（日）

10時～、11時～、13時30分～（各回40分程度）雨

天中止▼会場・泉自然公園▼定員・各回先着15人

▼申し込み方法・当日直接駐車場内ビジターセン

ターへ▼問合せ・若葉公園緑地事務所℡

043-228-0080 FAX043-228-5421

◎講演会「大規模修繕工事 成功の秘訣とは」
「大事な財産であるマンションを長持ちさせ、よ

り良い生活環境を維持するための大規模修理は

どのように進めれば良いのでしょうか？」▼日時

・3月20日（土）13時30分～16時▼場所・千葉市中

央コミュニティセンター６階ホール▼テーマ・

「大規模修繕工事・成功の秘訣とは」（講師・一

級建築士　兵頭　浩二氏（マンション大規模修繕

協議会　副代表理事）▼参加費・資料代として300

円（会員無料）定員・４０名（先着順・予約制）

＊千葉市内及び県内外住在のマンション居住者

の皆様も参加してみませんか。多数の皆様の参加

をお待ちしています。＊会員を募集中です▼申込

・問い合わせ・千葉市マンション管理組合協議会

FAX043-243-2913（新田）

◎千葉ロッテマリーンズ試合日程
3月ZOZOマリンスタジアムで行われるオープン戦

6日（土）13:00　対 埼玉西武

7日（日）13:00　対 埼玉西武

12日（金）13:00　対　中日

13日（土）13:00　対　中日

14日（日）13:00　対 福岡ソフトバンク

公式戦

30日（火）18:30 東北楽天

31日（水）14:00 東北楽天

▼問合わせ・ZOZOマリンスタジアムテレフォンサ

ービス℡043-296-1189（試合に関すること）、マ

リーンズ・インフォメーションセンター℡

03-5682-6341、観光MICE企画課FAX043-245-5669

◎谷津田の体験教室
「谷津田に棲む春の生き物調査」▼日時・3月23日（火）10

時～12時▼場所・大草谷津田いきものの里▼定員・10人・小

学3年生以下は保護者同伴（長袖、長ズボン、長靴を着用）

▼申込み・3月10日必着、参加者全員の氏名・フリガナを明

記し〒260-8722千葉市役所環境保全課へ。FAX043-245-5553

◎ギャラリー古島
「-ガラスに描く光と風-石井康治創作の軌跡展」2月19日

(金)～3月15日(月)＊2月25日、3月4日・11日(木)休廊▼「清

野一郎万華鏡と器展」3月19日（金）～3月29日（月）＊3月

25日（木）休廊☆ギャラリー古島・中央区春日2-25-11・2F

(JR 西 千 葉 駅 西 友 側 徒 歩 1 分 ) ℡ 043-243-3313 FAX

043-241-3041

市市民民ガガイイドド

2000年10月ＪＬＮＡブロンズ優秀賞受賞・2007年12月ローカル新聞大賞ノミネート（ＢＳフジ）
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●今●月●の

●人
千葉手づくり甲冑 匠の会

代表　拝野初枝さん（63歳）　

本社279-1234㈹
■営業時間／AM4：00～翌AM2：00

稲毛構内タクシー

タクシー、ハイヤーのご用命は…

　
知
事
選
に
出
馬
の
熊
谷
俊
人
氏
と
市
長
選
に
出
馬
の
小
川
智
之
氏
、
異
な
る
選
挙
だ
か
ら
直

接
比
較
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
伴
う
が
、
二
人
の
選
挙
戦
略
は
根
底
か
ら
様
相
が
異
な
っ
て
い

る
。
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
利
点
を
生
か
し
た
選
挙
戦
略
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
利
点
の
違

い
が
異
な
る
選
挙
戦
術
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
熊
谷
氏
の
選
挙
を
支
え
て
い
る
の
は
立
憲
民
主
党
で
も
支
持
を
表
明
し
て
い
る
議
員
団
で

も
な
い
。
熊
谷
氏
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
時
代
に
所
属
し
て
い
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
と
連
合
千
葉
傘
下
の
労

働
組
合
だ
。
熊
谷
氏
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
の
組
織
内
候
補
で
あ
る
か
ら
、
労
組
の
支
援
を
最
大
限
取

り
込
む
こ
と
が
可
能
だ
。

　
小
川
氏
は
地
元
出
身
の
立
場
と
２ ２
年
に
わ
た
る
千
葉
市
議
会
議
員
時
代
に
培
っ
た
議
員
人

脈
と
地
元
活
動
に
よ
る
人
脈
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
ど
ぶ
板
選
挙
」
と
「
空
中
戦
」
と

い
う
二
種
類
の
選
挙
戦
術
が
よ
く
比
較
さ
れ
る
が
、
こ
の
二
人
の
選
挙
戦
を
注
目
し
て
み
た

い
。

ボール紙や着物、帯

などを使い、本物さ

ながらの甲冑を制作

する「手づくり甲

冑」。創始者は、岐阜

県関ケ原町の甲冑師

・林乙次氏だ。黒澤明

監督の映画「影武者」

で使われた兜の製作

担当だった林氏は、甲冑の技術と

美しさをより多くの人に知っても

らうため、身近なものを材料に甲

冑をつくる方法を考案した。（林乙

次氏は平成10年に逝去）その手づ

くり甲冑を千葉で広めているのが

「千葉手づくり甲冑 匠の会」の代

表を務める拝野初枝さん。

大阪市生まれの拝野さんは28年

前、ご主人の転勤で千葉へ移り住

んだ。その後、お子さんが巣立ち、

自分の時間が持てるようになった

ころ、友人に誘われ「館山銀座 手

づくり甲冑教室」に通い始めた。

「甲冑づくりについて何も知ら

ず参加しました。最初はカーボン

や定規を使った図面作成に苦労し

たのを覚えています。楽しみなが

ら続けていくうちに、デザインの

アイディアが湧いてきて、すっか

り夢中になりました」。3年目には

子ども用、大人用、ミニ甲冑と3領

（領＝甲冑の数え方）の制作に挑戦

したという。

　その後、自分の住む地域でも甲

冑づくりの魅力を広めたいと、7年

前に「千葉手づくり甲冑 匠の会」

を立ち上げた。甲冑づくりは図面

から始まり、ボンドを

使ってボール紙を貼

り合わせ、その上に帯

や着物などの布を貼

る。ニスのコーティン

グは、漆塗りと同じよ

うに下地から数回の

工程を重ね、美しいツ

ヤとハリを出す。そし

て、昔ながらの平紐を丁寧に組んで

作り上げ、完成したリアルな甲冑は

まさに芸術品だ。タンスに眠る着物

や帯など思い出の品を材料として

使えることも手づくり甲冑の魅力

だろう。

　現在は、講師である川出優さんや

田村勝三さんと共に、蘇我コミュニ

ティーセンターの講座での指導

や、甲冑づくりの魅力を伝える活動

を続けている拝野さん。「生徒さん

は自分で作った甲冑を着て、親子三

代祭などのパレードに参加するこ

とを楽しみに続けている方も多い

です。様々な年代の方がいらっしゃ

るので会話も弾みますし、みなさん

が楽しんでつくっている様子を見

ると私も幸せな気持ちになりま

す」と笑顔。今後は去年から始めた

ボトル甲冑づくりも広めたいと意

欲的だ。「ワインや日本酒の瓶にか

ぶせるミニサイズですが、本格的な

甲冑なので贈り物にも最適です」と

語った。◇千葉手づくり甲冑 匠の

会 ◇ 090-3688-2295 ◇ https:

//yoroi-kabuto.jp◇蘇我コミュニ

ティーセンター（043-264-8331）

【取材 真田はる代】

知事選は最大で候補者20名分を用意

身近なものを材料に甲冑づくりの魅力を伝える　

出雲大社

千葉総国講社
若葉区東寺山町５６０番地

（東寺山町交差点入る)

０４３(４４１)８９２８

　
若
葉
区
内
に
設
置
さ
れ
た

選
挙
の
公
設
掲
示
板
を
見
る

と
驚
き
だ
。
若
葉
区
の
ト
リ
プ

ル
選
挙
の
う
ち
、
市
長
選
挙
は

最
多
で
８
名
の
候
補
者
を
見

込
ん
で
い
る
が
、
改
選
数
２
の

今
回
の
市
議
補
選
に
つ
い
て

は
、
定
数
８
で
行
な
わ
れ
る
本

選
並
み
の
候
補
者
数
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
１ ０
名
分
の

ポ
ス
タ
ー
掲
出
が
可
能
に
な

っ
て
お
り
、
大
混
戦
に
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　
さ
ら
に
知
事
選
は
定
数
１

し
か
な
い
の
に
、
東
京
都
知
事

選
挙
並
み
の
候
補
者
乱
立
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち

ら
は
最
大
で
実
に
２ ０
名
分
の

掲
示
数
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
実
際
に
何
名
が
立
候
補
す

る
か
は
告
示
日
に
な
ら
な
い

と
わ
か
ら
な
い
が
、
ど
の
よ
う

な
候
補
者
が
出
そ
ろ
う
か
、
候

補
者
の
主
張
や
公
約
を
じ
っ

く
り
見
聞
し
て
、
慎
重
に
判
断

し
た
い
。

　
市
議
補
選
と
は
補
欠
選
挙

の
仕
組
み
が
異
な
る
県
議
補

選
だ
が
、
県
選
挙
管
理
委
員
会

に
よ
れ
ば
、
緑
区
選
出
の
関
政

幸
県
議
が
３
日
ま
で
に
県
議

を
辞
職
し
た
場
合
は
１ ２
日
告

示
、
２ １
日
投
開
票
で
緑
区
の
県

議
補
選
が
執
行
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
そ
う
な
る
と
若
葉
区

だ
け
で
な
く
緑
区
で
も
ト
リ
プ

ル
選
挙
に
な
る
見
込
み
だ
と

い
う
。
た
だ
、
関
県
議
が
４
日

に
知
事
選
に
立
候
補
す
る
こ

と
に
よ
り
県
議
を
失
職
し
た

場
合
は
補
選
は
行
な
わ
れ

ず
、
欠
員
１
の
ま
ま
で
あ
る
と

い
う
。

　
な
お
、
市
選
管
に
よ
れ
ば
、

す
で
に
市
議
補
選
の
執
行
が

決
ま
っ
て
い
る
若
葉
区
選
挙

区
に
お
い
て
、
１ ２
日
の
市
議
補

選
告
示
前
日
ま
で
に
新
た
な

市
議
の
欠
員
が
生
じ
た
場

合
、
そ
の
分
の
改
選
数
を
増
や

し
て
補
選
が
執
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

一
度
に
多
く
の
投
票
を
行
う

こ
と
か
ら
市
民
の
関
心
も
高

ま
っ
て
お
り
、
投
票
率
が
上
が

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。
全
て
の
選
挙
に
、
私
た
ち

の
最
強
の
武
器
で
あ
る
「
投

票
」
を
棄
権
す
る
こ
と
な
く
行

使
し
た
い
と
思
う
。

【
投
票
所

に
お
け
る
感
染
症

対

策
に
協
力

し
ま
し
ょ
う
】

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
投
票

場
で
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
、
来
場
前
後
の
手

洗
い
な
ど
の
感
染
対
策
、
混
雑

時
間
帯
を
避
け
た
来
場
や
期
日

前
投
票
利
用
の
検
討
を
。

　
備
え
付
け
の
筆
記
用
具
が

心
配
な
方
は
鉛
筆
等
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
投
票
所
で
は
、

周
り
の
方
と
距
離
を
保
つ
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

緑
区
も
ト

リ
プ

ル
選

か

小川智之氏熊谷俊人氏

　
熊
谷
氏
を
支
え
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労

組
は
巨
大
労
組
で
あ
り
、
そ
の

組
織
力
と
資
金
力
は
ず
ば
抜
け

て
い
る
。
い
ざ
、
組
織
内
候
補

の
選
挙
と
な
れ
ば
多
数
の
労

組
員
が
集
結
す
る
。
衆
議
院
議

員
や
参
議
院
議
員
の
選
挙
と
な

れ
ば
全
国
で
選
挙
が
行
わ
れ

る
が
、
知
事
選
と
な
れ
ば
そ
の

都
道
府
県
だ
け
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
国
か
ら
組
合
員
が
動
員

さ
れ
、
全
県
下
で
活
動
す
る
か

ら
、
熊
谷
氏
に
と
っ
て
は
と
て

つ
も
な
い
味
方
に
な
る
。

　
加
え
て
、
連
合
千
葉
の
推
薦

を
得
て
当
選
し
た
千
葉
県
内
の

地
方
議
員
の
全
員
が
連
合
の
要

請
に
よ
り
熊
谷
支
援
に
動
く
か

ら
、
鬼
に
金
棒
で
あ
る
こ
と
に

間
違
い
は
な
い
。

　
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
公
設
掲
示

板
の
数
は
、
千
葉
市
内
だ
け
で

も
１
１
９
４
カ
所
あ
る
が
、
千

葉
県
全
県
下
に
な
る
と
、
１
１

２
６
２
カ
所
に
お
よ
ぶ
と
い

う
。
こ
れ
ら
全
部
に
告
示
日
当

日
の
そ
れ
も
午
前
中
に
貼
り
終

え
る
と
な
る
と
、
相
当
の
組
織

的
人
海
戦
略
を
準
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
費
用
や
人

件
費
を
い
か
に
し
て
捻
出
す
る

か
、
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
だ
。

　
ま
た
、
選
挙
期
間
中
、
県
内

各
駅
で
朝
夕
の
駅
頭
活
動
が

行
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
ど
れ
だ

け
の
ス
タ
ッ
フ
が
動
員
さ

れ
、
大
量
に
印
刷
さ
れ
る
は
ず

の
ビ
ラ
に
選
管
指
定
の
シ
ー
ル

を
張
り
付
け
る
作
業
の
あ
と
配

布
さ
れ
る
の
も
、
組
織
的
運
営

が
な
い
限
り
は
で
き
な
い
。
熊

谷
氏
に
は
巨
大
労
組
出
身
と

い
う
大
き
な
強
み
が
あ
る
か

ら
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
活
か
し
て
い

く
し
か
な
い
。

小
川
氏
を
支
え
る
の
は
後
援

会
を
中
心
と
し
た
地
元
ス
タ
ッ

フ
と
支
援
者
た
ち
だ
。

　
千
葉
市
議
会
議
員
で
あ
っ

た
２ ２
年
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
地

元
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
な
か

で
、
小
川
氏
の
人
と
な
り
に
直

接
触
れ
て
き
た
地
元
経
済
界
の

人
々
や
多
く
の
市
民
が
自
然
発

生
的
に
政
治
活
動
を
支
え
て
い

る
。

　
小
川
氏
に
は
大
き
な
組
織
が

つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
２
月
９
日
に
議
員
辞
職
し

て
以
来
、
連
日
精
力
的
に
立
候

補
準
備
活
動
に
専
念
し
て
い

る
。

　
小
川
氏
の
連
日
の
活
動
を
支

え
て
い
る
の
は
こ
う
い
っ
た
人

々
で
あ
り
、
す
で
に
始
め
て
い

る
各
地
で
の
街
頭
活
動
に
は
首

都
圏
一
円
か
ら
応
援
議
員
が
駆

け
つ
け
て
い
る
ほ
か
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
々
の
純
粋
な
支
援

の
気
持
ち
は
何
も
の
に
も
代
え

が
た
い
。

　
人
が
人
を
呼
び
、
輪
が
広
が

っ
て
い
く
正
真
正
銘
の
草
の
根

の
選
挙
戦
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
小
川
氏
を
支
え
て
い
る
の

は
、
人
々
の
真
心
で
あ
る
と
こ

ろ
が
、
小
川
氏
の
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
る
。

　
巨
大
組
織
に
頼
る
こ
と
の
な

い
小
川
氏
が
フ
リ
ー
に
な
り
、

自
ら
率
先
し
て
準
備
活
動
を
始

め
る
と
の
強
い
意
志
の
表
れ

が
、
定
例
市
議
会
前
の
潔
い
議

員
辞
職
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

県
全
域
が
広
い
主
戦
場
に
な

る
知
事
選
で
あ
る
の
に
、
組
織

的
支
援
を
受
け
る
こ
と
で
告
示

前
日
ま
で
市
長
を
続
け
ら
れ
る

熊
谷
氏
と
は
立
場
が
異
な
る
小

川
氏
が
、
自
ら
直
接
有
権
者
に

訴
え
る
手
法
を
選
ん
だ
の
は
最

善
の
選
択
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　
派
手
な
空
中
戦
と
地
道
な
ど

ぶ
板
選
挙
、
空
中
戦
に
力
を
入

れ
る
陣
営
も
あ
れ
ば
、
空
中
戦

と
と
も
に
地
に
足
を
つ
け
て
丁

寧
に
ど
ぶ
板
を
回
る
陣
営
も
あ

る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
知
事
選
、市

長
選
、
市
議
補
選
、
ど
の
候
補

が
勝
利
す
る
か
し
っ
か
り
見
極

め
た
い
。

組
織

力
と

資
金

力

草
の

根
の

市
民

力


